
可
般
小
説
怨

り
す
ら
せ
候
へ
ば
、
は
ら
を
た
て
候
て
ひ
た
物
陀
机
伶
あ
た
ま
を

わ
ざ
と
吉
り
巾
候
。

ζ

れ
見
候
へ
と
て
頭
巾
を
抜
候
へ
ば
っ
ぷ
り

し
く
留
限

E
E
し
ら
へ
也
候
。
此
小
併
用
都
を
巾
付
候
特
ば
、
共
ま
L

窓
際
へ
傘
候
と
て
、
右
の
客
雲
院
へ
は
い
り
ね
て
居
申
候
故
し
か
り

巾
候
。
共
一明日銀
に
は
右
の
雲
際
、
常
に
は
鎖
な
る
し
也
候
慮
、
鎖

E

ね
ぢ
切
申
候
と

τ
ね
ぢ
き
り
候
鎖
を
出
し
て
見
せ
巾
候
。
衣
に
つ
ぷ

入
候
て
、し
ゃ
く
し
に
て
す
り
候
故
叱
り
巾
候
。
共
誇
械
に
は
す
り
折

候
杓
γ
z
l
k
侠
と
て
、
い
く
つ
も
出
し
候

τ見
せ
巾
依
。
衣
に
窓
際
の

事
、雲
隠
へ
参
候
を
な
に
と
て
叱
り
可
申
故
。
此
ほ
ど
客
人
の
僑
陀
新

候
へ
ば
、す
り
枝
市
帯
数
と
て
叱
り
巾
候
由
巾
倣
故
、観
承
侠
て
、
夫
は

近
国
吉
乙
え
ね
阪
に
て
候
。
左
様
に
伎
は
ピ
慌
越
候
て
取
返
可
申
と

て
、寺
へ
参
候
て
右
の
段
巾
候
へ
ば
、
住
持
中
候
は
、夫
は
相
巡
に
て

候
。
味
噌
の
幕
、
す
り
鉢
に
て
す
り
侠
へ
ば
よ
く
候
3

然
る
を
た
ペ
に

品
川
巾
般
は
、味
噌
を
す
り
侠
へ
ば
す
り山
怖
感
激
と
て
し
か
り
申
快
。
窓

際
へ
参
依
へ
ば
し
か
り
巾
候
。
此
切
っ
ぷ
り
を
す
ら
さ
れ
候
放
す
り

之
候
。
さ
て
は
小
併
三
ク
僚
と
中
事
‘
或
者
我
子
を
出
家
陀
仕
と
て

、

去
る
寺
へ
小
品
川
に
川
し
也
候
蕗
、
親
の
方
へ
参
候
て
住
持
の
結
核
無

理
に
候

τ、
つ
と
め
ら
れ
不
巾
・旨
巾
侠
故
、
親
し
か
り
候
へ
ば
、共
小

井
上
新
左
術
門
事
名
勝
の
口
吉
弘
に
て
候
。
も
と
御
右
鋒
に
て
候
。

後
に
御
勘
定
頭
陀
成
被
'申
候
。
或
時
初
健
在
何
方
よ
り
か
献
じ
申

無
理
な
る
都
を
巾
か
け
候
と
存
郡
も
有
之
、
文
さ
て
/
¥
道
理
と
存

協
も
有
之
候
得
北
ハ
・
と
く
と
承
候
へ
ば
、
制
慾
の
背
中
、
後
に
知
れ
巾

供
問
、
必
粗
忽
に
一
偏
に
心
得
巾
事
忍
数
候
。
此
二
っ
さ
へ
よ
く
心

得
侠
へ
ば
・
別
に
替
り
た
る
俗
も
無
之
と
被
申
候
。
周
防
守
段
此
訓

械
を
忘
れ
不
被
申
候
て
、
父
子
相
績
に
て
良
吏
の
名
を
得
被
申
候。

周
防
司
殿
会
事
を
附
被
巾
候
節
は
、
自
身
に
茶
を
鋭
敏
中
侠

τ、
障

子
を
陥
て
h

附
被
巾
候
。
心
の
静
り
巾
時
分
は
、
茶
の
治
り
綴
格
別

納
か
に
混
成
巾
候
。
共
時
分
茶
主
税
吉
/
¥
段
々
と
い
は
せ
て
間
被

中
候
由
。
居
間
よ
り
愛
出
血
山
見
え
巾
候
よ
し
。
公
務
の
場
へ
山
被
由
・

時
は
、
毎
朝
愛
宕

E
遥
拝
し

τ出
被
'申
候
。
い
か
ピ
の
儀
に
候
哉
と

帯
候
へ
ば
、
公
儀
の
御
名
代
に
成
候
て
公
柑
舶
を
承
候
。
部
-
私
の
-

念
会
己
り

'm候
は
ピ
、
蹴
殺
し
て
被
下
侠
へ
と
心
中
誓
候
て
能
川
候

よ
し
被
巾
候
由
、
日
正
程
に
誠
心
主
被
鐙
即
山
花
候
。
殊
勝
成
部
陀
候
。

て
井
上
新
在
術
門
口
吉
弘
の
名
器

に
じ
八
ク
所
も
か
み
刺
銑
有
之
候
。
共
時
説
得
心
い
た
し
中
候
。
公

訴
を
取
り
侠
に
も
此
怒
川開
有
之
候
。
片
口
主
永
候
へ
ば
さ
て
/
¥
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